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はじめに
山崎断層系は，北西‐南東走向の左横ずれ断層である大原・土万・安富・暮坂峠断層の北西部活断層群と，北西‐南東

走向の左横ずれ断層である琵琶甲・三木断層および北東－南西走向の右横ずれ断層である草谷断層からなる南東部活断
層群から構成され，総延長は 90km近い．那岐山断層帯は，大原断層の西側に連なる，那岐山南麓と津山盆地の段丘・丘
陵地を区切る北側隆起の逆断層帯である．走向はほぼ東西で，総延長は約 32kmに及ぶ．
地震調査研究推進本部（2003）は，山崎断層帯を那岐山断層帯，山崎断層帯主部（大原断層-三木断層），草谷断層の

３つの起震断層に区分し，さらに主部を最新活動時期の相違に基づき北西部と南東部に区分して長期評価を行っている．
それによると，今後 30年以内の地震発生確率は，那岐山断層帯で 0.07-0.1％，山崎断層帯主部の北西部で 0.06-0.8％，
同南東部で 0.03-5％，草谷断層でほぼ 0％であり，山崎断層帯主部の南東部は「我が国の主な活断層の中ではやや高い
グループ」に属し，那岐山断層帯と山崎断層帯主部の北西部は「我が国の主な活断層の中では高いグループ」に属する．
我々は， 2009年～2011年に安富断層と暮坂峠断層の地下構造を明らかにするためにこれら断層を南北に横切る 3つ

の測線で AMT 探査 (Audio-Frequency magnetotelluric survey)を行った．本発表ではこのうち東と西の二つの測線（東測
線，西測線）の結果について報告する．

観測
東測線では，2010年に 8点で観測を行い，2011年に安富断層，暮坂峠断層の地表トレース付近の 4点で追加観測を

行った．西測線では，上田らが 2009年に安富断層の北側で 6点，暮坂峠断層の南側で 5点の観測を行っている (Ueda et
al., 2010)．2011年に同じ測線上で，両断層に挟まれた地域の 2地点で，追加観測を行った．また，いずれの観測点でも
Remote reference解析 (Gamble et al., 1979)を可能にするために，東測線の中央から北東に約 20kmの所に参照磁場点を
設け，並行して観測を行った．

解析
解析ソフトウェアパッケージ（SSMT2000）を用いて，幅広い周波数帯域 (10,400Hz～0.35Hz)のMT応答関数を算出し

た．この中で信頼性が高いと判断した周波数のMT応答関数のみを以降の解析に用いた．比抵抗構造の次元とその走向を
Phase Tensor法 (Caldwell et al., 2004)で判定した．東測線と西測線における比抵抗構造の走向方向はそれぞれN60W-S60E，
東西と求まった．

東測線の疑似断面
見かけ比抵抗は安富断層より南側は全般的に低比抵抗値 (<100Ωm)を，北側は全般的に高比抵抗値 (>1000Ωm)と

なっている．ただし，TEモードの暮坂峠断層直下と暮坂峠断層の南側約 3kmの 500Hz以下の周波数帯ではやや高い比
抵抗値を示す．
また，位相差は全般的に低位相値 (30°-40°)を示しているが，安富断層直下の 100-1000Hzでは 45°程度の値を示し

ている．
西側線の疑似断面
見かけ比抵抗は安富断層より北は全般的に低比抵抗値（<100Ωm）を，安富断層より南の 1000Hz以上の周波数帯で

は低比抵抗（<100Ωm），それ以下の周波数帯では，高比抵抗（>1000Ωm）となっている．ただし，TEモードでは
高比抵抗な部分は 2つに分かれている．
また，位相差は安富断層の南側では全般的に低位相 (30°-40°)，北側では全般的に高位相値 (50°-60°)である．ただ

し，TEモードの安富断層の南側の 100Hz以下の周波数帯域は高位相値（50°-60°）である．

本講演では断層を横切る東側線，西側線の地下比抵抗構造モデルも示す予定である．
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